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黒
字
確
保
も

豪
雨
災
害
で
財
政
難
続
く

て
い
ま
す
。

　財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
、
過
去
最
も
悪
か
っ
た

前
年
度
か
ら
２
・
４
㌽
改
善
し
、

91
・
７
㌫
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
指
標

は
「
こ
れ
以
上
悪
化
す
る
と
危
険
」

な
基
準
を
下
回
り
、
す
べ
て
安
全

圏
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、
同
基

準
25
㌫
に
対
し
９
・
８
㌫
で
、
過

去
最
も
低
い
数
値
で
し
た
。
将
来

負
担
比
率
も
、
同
基
準
３
５
０
㌫

に
対
し
１
０
９
・
２
㌫
で
、
前
年

度
か
ら
４
・
６
㌽
改
善
し
ま
し
た
。

市
税
収
入
が
３
年
連
続
増

　平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
歳
入

（
収
入
）
は
１
６
７
憶
８
８
５
９

万
円
で
、
前
年
度
か
ら
３
億
１
３

２
７
万
円
（
１
・
８
㌫
）
減
り
ま

し
た
。
基
金
（
貯
金
）
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
減
ら
し
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
す
。

　歳
入
の
う
ち
、
市
が
自
ら
調
達

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
自
主
財

源
で
す
。
そ
の
柱
で
あ
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
３
㌫
（
１

４
２
７
万
円
）
増
。
企
業
収
益
の

伸
び
な
ど
で
、
３
年
連
続
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
主
財
源

の
割
合
は
全
体
の
35
・
１
㌫
で
、

出
を
抑
え
ま
し
た
。

　し
か
し
、
７
月
豪
雨
災
害
復
旧

事
業
の
う
ち
、
13
億
６
８
５
９
万

円
は
本
年
度
に
繰
り
越
し
。
災
害

か
ら
の
復
興
の
た
め
、
今
後
も
歳

出
を
で
き
る
限
り
抑
え
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

借
金
が
３
年
連
続
増
加

　基
金
（
貯
金
）
残
高
は
、
前
年

度
よ
り
５
２
２
４
万
円
増
え
、
39

億
１
４
３
２
万
円
で
し
た
。
事
業

の
見
直
し
や
市
債
の
追
加
発
行
に

よ
り
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
を
回
避
し
た
た
め
で
す
。一
方
、

市
債
残
高
は
、
前
年
度
比
５
億
８

７
９
５
万
円
増
の
１
４
４
億
９
１

０
２
万
円
。
３
年
連
続
で
増
加
し

前
年
度
か
ら
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
低

下
。
国
や
府
の
財
源
（
依
存
財

源
）
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
。

災
害
復
旧
費
が
約
５
倍
に

　歳
出
（
支
出
）
は
１
６
７
憶
５

５
２
２
万
円
で
、
同
３
億
２
２
０

７
万
円
（
１
・
９
㌫
）
減
少
。
大

型
の
施
設
整
備
が
終
わ
り
、
普
通

建
設
事
業
費
が
同
９
憶
５
６
９
４

万
円
（
38
・
４
㌫
）
減
り
ま
し
た
。

一
方
、
昨
年
発
生
し
た
７
月
豪
雨

の
た
め
、
災
害
復
旧
費
が
同
７
憶

９
７
５
万
円
（
４
８
１
・
２
㌫
）

も
大
幅
に
増
加
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
復
旧
を
最
優
先
に
す
る

た
め
、事
業
の
見
直
し
や
先
送
り
、

職
員
人
件
費
等
の
削
減
な
ど
で
歳

病
院
事
業
会
計
が
黒
字
に
改
善

　特
別
会
計
10
会
計
は
、
歳
入
１

２
４
億
６
６
９
万
円
、
歳
出
１
２

０
億
３
１
３
１
万
円
＝
左
表
。
実

質
収
支
は
３
億
６
５
８
８
万
円

で
、
10
会
計
と
も
黒
字
ま
た
は
収

支
均
衡
で
し
た
。
公
営
企
業
会
計

の
う
ち
上
水
道
事
業
会
計
は
、
36

年
連
続
で
黒
字
で
し
た
。
病
院
事

業
会
計
は
、
診
療
報
酬
の
改
定
な

ど
で
入
院
収
益
が
前
年
度
か
ら
１

億
８
４
３
０
万
円
増
加
。
３
年
ぶ

り
に
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

７月豪雨の被災個所。今後も復旧を最優先に取り組みます

　
市
の
平
成
30
年
度
各
会
計
決
算
案
が
10
月
11
日
、
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
、
事
業
の
見
直
し
や
先
送
り
、
職
員

人
件
費
等
の
削
減
で
、
な
ん
と
か
黒
字
を
確
保
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
債
（
借
金
）

残
高
が
３
年
連
続
で
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
ま
す
。

平成30年度決算

経
常
収
支
比
率

　率
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え

る
資
金
が
多
い
こ
と
を
示
す
指

標
。
一
般
財
源
に
占
め
る
福
祉

施
策
経
費
や
人
件
費
な
ど
義
務

的
な
経
費
の
割
合
で
す
。

一
般
財
源

　市
が
使
い
方
を
決
め
ら
れ
る

財
源
。
市
税
収
入
や
国
か
ら
の

地
方
交
付
税
な
ど
の
こ
と
で

す
。
使
い
方
が
定
め
ら
れ
て
い

る
国
庫
支
出
金
な
ど
の
収
入

は
、
特
定
財
源
と
い
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　借
金
の
額
が
適
正
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
数
値
。
一
般
財
源

に
占
め
る
借
金
返
済
額
の
割
合

で
す
。

将
来
負
担
比
率

　市
が
将
来
的
に
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
の
あ

る
、
実
質
的
な
借
金
残
高
な
ど

を
指
標
化
し
た
も
の
。
一
般
会

計
に
加
え
、
各
特
別
会
計
や
公

社
、
第
３
セ
ク
タ
ー
も
含
め
た

借
金
な
ど
を
基
に
算
出
し
ま
す
。

財
政
用
語
の
解
説

財
政
用
語
の
解
説

歳  入歳  出

市税
27.7％

その他
7.4％

地方交付税
26.9％

国庫支出金
11.6％

府支出金
10.5％

市債
10.6％

その他
 5.3％

167億8,859万円

自主財源 35.1％
依存財源 64.9％

義務的経費
　　46.1％

167億5,522万円

人件費
19.7％

扶助費
18.8％

公債費 
7.6％物件費

15.0％

補助費等
6.0％

普通建設
事業費
9.2％

繰出金
15.7％

積立金 1.9％

災害復旧費 5.1％
その他 1.0％

❶市民センターを整備　❷あやべ温泉をリニューアル　❸「駅再生プ
ロジェクト」でＪＲ山家駅周辺のにぎわいを創出　❹聴覚・言語障害
者向けの緊急通報システムを整備　❺各地区公民館に土のうステーシ
ョンを設置　❻物部保育園の園舎を改修

❶ ❷

❸ ❹

❺ ❻

収　　入（歳入）

支　　出（歳出）

基金残高（貯金）

借金残高（市債）

50万1,811円

50万814円

11万6,999円

43万3,137円

市の収支を市民１人当たりにすると…

167億5,522万円

3,442万円

318万円

36億7,933万円

46億2,235万円

5億3,744万円

2,471万円

3億9,083万円

20億3,078万円

6億2,167万円

8,660万円

7億4,409万円

65億4,541万円

167億8,859万円

3,442万円

360万円

36億7,995万円

47億4,520万円

5億4,819万円

2,471万円

3億9,083万円

22億71万円

6億9,250万円

8,660万円

8億4,052万円

65億4,674万円

一　般　会　計

病 院 事 業

歳　出歳　入区　　　　分

市 立 診 療 所 等
農林業者労働災害共済
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
駐 車 場
簡 易 水 道
下 水 道 事 業
地 域 排 水 事 業
住宅・工業団地事業
区　　　　分

公営企業会計
上水道事業

事 業 収 益 事 業 費 用

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

会計別決算収支の状況

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８ 

F（
40
）１
３
８
９

第
27
回
市
民
葉
ぼ
た
ん
展

■日 

12
月
13
日（
金
）〜
15
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
クエ
ア
（
青
野
町
）

■問 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０ 

F（
42
）９
０
２
９

ジ
ュニ
ア
文
化
祭

■日 

12
月
15
日（
日
）

■時 

13
時
30
分
〜

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

中
丹
文
化
事
業
団

　☎（
42
）７
７
０
５ 

F（
42
）７
７
８
３

育
児
相
談

■日 

12
月
３
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

■日 

12
月
３
日（
火
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
11
月
26
日（
火
）〜
29

日（
金
）

■申
■問 
商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

ミ
ニ
門
松
作
り
体
験

■日 

12
月
22
日（
日
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
宮
代
町
）

※

１
個
１
０
０
０
円
、
１
対
２
５
０
０
円

■申
■問 

同
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

ミ
ニ
門
松
づ
く
り
体
験

■日 

12
月
22
日（
日
）

■時 

10
時
〜
13
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

１
セ
ッ
ト
２
０
０
０
円
。
定
員
20
人

■申
■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０ 

F（
47
）０
０
８
４

そ
う
や
な
あ
談
義

■日 

12
月
24
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

社
会
福
祉
協
議
会
（
川
糸
町
）

※
内
容
は
し
め
縄
作
り
。
実
費
必
要

■申
■問 
同
協
議
会
☎（
43
）２
８
８
１

　F（
43
）２
８
８
２

喫
茶
シ
ボ
ラ

■日 

12
月
９
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

高
津
公
会
堂
（
高
津
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

離
乳
食
講
座

■日 

12
月
６
日（
金
）

■時 

９
時
45
分
〜
11
時
45
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

生
後
５
〜
11
か
月
の
乳
児
の
保
護

者
対
象

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

里
山
ジ
ビ
エ
家
庭
料
理
教
室

■日 
12
月
６
日（
金
）

■時 
11
時
〜
13
時

■場 
里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー（
鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
定
員
５
人

■申
■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

　F（
47
）０
０
８
４

腎
臓
病
教
室

■日 

12
月
６
日（
金
）

■時 

14
時
〜
15
時
30
分

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

　F（
43
）０
２
４
６

が
ん
サ
ロ
ン

■日 

12
月
11
日（
水
） 

■時 

14
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

内
容
は
「
小
物
づ
く
り
を
し
な
が

ら
語
り
合
お
う
」

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

　F（
43
）０
２
４
６

女
性
相
談

■日 

12
月
４
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申
■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎
F（
42
）１
８
０
１

就
職
相
談

■日 

12
月
10
、
24
日（
火
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

定
員
７
人

■申
■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
４

人
権
週
間
特
設
人
権
相
談

■日 

12
月
10
日（
火
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

耳
の
こ
と
相
談

■日 

12
月
10
日（
火
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１ 

F（
43
）２
８
８
２

交
通
事
故
相
談

■日 

12
月
11
、
25
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

届
出
、
各
種
証
明
書
の
発
行

■問 

市
民
・
国
保
課
☎（
42
）４
２
４
５
、

　（42
）４
２
４
６
、（
42
）４
２
５
３

※

税
・
料
金
の
納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■日 

12
月
12
、
26
日（
木
）

※

妊
娠
届
、予
防
接
種
予
診
票
発
行
、

　健
康
診
断
申
し
込
み
な
ど

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

ご
寄
付
あ
り
が
と
う

　
　
　
　 

ご
ざ
い
ま
し
た

９
月
受
付
分

《
環
境
基
金
に
》

出
口
紅
（
亀
岡
市
） 

50
万
円

《
世
界
連
邦
推
進
事
業
基
金
に
》

出
口
紅
（
亀
岡
市
） 

50
万
円

10
月
受
付
分

《
あ
や
べ
・
日
東
精
工
ア
リ
ー
ナ
に
》

工
事
関
係
業
者
９
社 

人
工
樹
木

《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

小
坂
興
業
（
寺
町
）

 

２
万
８
１
０
０
円

前
田
道
子
（
寺
町
） 

３
千
円

竹
内
早
智
子
（
栗
町
） 

３
千
円

《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　47
件 

１
５
５
万
７
千
円

法
律
・
登
記
相
談

■日 

12
月
20
日（
金
）

■時 

13
時
〜
16
時
30
分

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

成
年
後
見
相
談

■日 

12
月
25
日（
水
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申
■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１ 

F（
43
）２
８
８
２

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

■日 

12
月
１
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

　F（
44
）０
９
９
１

あ
い
セ
ン
タ
ー

■日 

12
月
１
日（
日
）

■時 

９
時
〜
18
時

■場 

西
町
一
丁
目

　☎
F（
42
）１
８
０
１

　
本
庁
舎

■日 

12
月
５
、
12
、
19
、
26
日（
木
）

※

戸
籍
・
国
保
・
福
祉
医
療
関
係
の

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

■日 

12
月
16
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申
■問 

保
健
推
進
課

　☎（
42
）０
１
１
１

も
の
忘
れ
相
談

■日 

12
月
16
日（
月
）

■時 

13
時
40
分
〜
15
時
40
分

■場 

市
役
所

■申
■問 

高
齢
者
支
援
課

　☎（
42
）４
２
６
２

調
停
相
談

■日 

12
月
18
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

■日 

12
月
18
日（
水
）

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

行
政
相
談

■日 

12
月
20
日（
金
）

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

葉
ぼ
た
ん
寄
せ
植
え
体
験

■日 

12
月
１
日（
日
）

■時 

10
時
〜
正
午

■場 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー（
宮
代
町
）

※

参
加
費
２
５
０
０
円

■申
■問 

同
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）９
０
３
０

　F（
42
）９
０
２
９

糖
尿
病
教
室

■日 

12
月
２
日（
月
）＝
試
食
会

■時 

12
時
30
分
〜
14
時
30
分

■日 

12
月
16
日（
月
）

■時 

13
時
〜
14
時
30
分

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

※

試
食
会
は
申
し
込
み
、
実
費
必
要

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

　F（
42
）７
８
７
０

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
健
康
講
座
）

■日 

12
月
４
日（
水
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
内

容
は
「
心
も
体
も
元
気
に
な
る
ミ

ュ
ー
ジ
ッ
ク
ケ
ア
（
音
楽
療
法
）」

■申
■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

【記事の見方】　■日 ＝日程  ■時 ＝時間  ■場 ＝場所  ■申 ＝申し込み必要  ■問 ＝問い合わせ先（☎＝電話  F＝ファクス）

1011

お間違えなく  市立病院☎（43）0123
M
em
o of life

く
ら
し
の
メ
モ
　

〈
12
〜
１
月
上
旬
〉

講
座
・
教
室

催
し
な
ど

無
料
開
放

■時 

19
時
ま
で

窓
口
延
長

相
　
　
談

国民年金にゆとりをプラス。自分で入る公的な個人年金。

  

市ホームページに掲載
するバナー広告を
募集します。
1枠縦60ピクセル、
横183ピクセル
詳しくは
お問い合わせください。

〈問い合わせ〉
　秘書広報課
　　　　電話（42）4205

バナー広告
募集

3 2

黒
字
確
保
も

豪
雨
災
害
で
財
政
難
続
く

て
い
ま
す
。

　財
政
の
弾
力
性
を
示
す
経
常
収

支
比
率
は
、
過
去
最
も
悪
か
っ
た

前
年
度
か
ら
２
・
４
㌽
改
善
し
、

91
・
７
㌫
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

財
政
の
健
全
性
を
判
断
す
る
指
標

は
「
こ
れ
以
上
悪
化
す
る
と
危
険
」

な
基
準
を
下
回
り
、
す
べ
て
安
全

圏
。
実
質
公
債
費
比
率
は
、
同
基

準
25
㌫
に
対
し
９
・
８
㌫
で
、
過

去
最
も
低
い
数
値
で
し
た
。
将
来

負
担
比
率
も
、
同
基
準
３
５
０
㌫

に
対
し
１
０
９
・
２
㌫
で
、
前
年

度
か
ら
４
・
６
㌽
改
善
し
ま
し
た
。

市
税
収
入
が
３
年
連
続
増

　平
成
30
年
度
一
般
会
計
の
歳
入

（
収
入
）
は
１
６
７
憶
８
８
５
９

万
円
で
、
前
年
度
か
ら
３
億
１
３

２
７
万
円
（
１
・
８
㌫
）
減
り
ま

し
た
。
基
金
（
貯
金
）
か
ら
の
繰

り
入
れ
を
減
ら
し
た
こ
と
が
主
な

要
因
で
す
。

　歳
入
の
う
ち
、
市
が
自
ら
調
達

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
自
主
財

源
で
す
。
そ
の
柱
で
あ
る
市
税
収

入
は
、
前
年
度
比
０
・
３
㌫
（
１

４
２
７
万
円
）
増
。
企
業
収
益
の

伸
び
な
ど
で
、
３
年
連
続
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
自
主
財
源

の
割
合
は
全
体
の
35
・
１
㌫
で
、

出
を
抑
え
ま
し
た
。

　し
か
し
、
７
月
豪
雨
災
害
復
旧

事
業
の
う
ち
、
13
億
６
８
５
９
万

円
は
本
年
度
に
繰
り
越
し
。
災
害

か
ら
の
復
興
の
た
め
、
今
後
も
歳

出
を
で
き
る
限
り
抑
え
な
く
て
は

い
け
ま
せ
ん
。

借
金
が
３
年
連
続
増
加

　基
金
（
貯
金
）
残
高
は
、
前
年

度
よ
り
５
２
２
４
万
円
増
え
、
39

億
１
４
３
２
万
円
で
し
た
。
事
業

の
見
直
し
や
市
債
の
追
加
発
行
に

よ
り
、
財
政
調
整
基
金
の
取
り
崩

し
を
回
避
し
た
た
め
で
す
。一
方
、

市
債
残
高
は
、
前
年
度
比
５
億
８

７
９
５
万
円
増
の
１
４
４
億
９
１

０
２
万
円
。
３
年
連
続
で
増
加
し

前
年
度
か
ら
０
・
９
ポ
イ
ン
ト
低

下
。
国
や
府
の
財
源
（
依
存
財

源
）
に
依
存
せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
で
す
。

災
害
復
旧
費
が
約
５
倍
に

　歳
出
（
支
出
）
は
１
６
７
憶
５

５
２
２
万
円
で
、
同
３
億
２
２
０

７
万
円
（
１
・
９
㌫
）
減
少
。
大

型
の
施
設
整
備
が
終
わ
り
、
普
通

建
設
事
業
費
が
同
９
憶
５
６
９
４

万
円
（
38
・
４
㌫
）
減
り
ま
し
た
。

一
方
、
昨
年
発
生
し
た
７
月
豪
雨

の
た
め
、
災
害
復
旧
費
が
同
７
憶

９
７
５
万
円
（
４
８
１
・
２
㌫
）

も
大
幅
に
増
加
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
、
復
旧
を
最
優
先
に
す
る

た
め
、事
業
の
見
直
し
や
先
送
り
、

職
員
人
件
費
等
の
削
減
な
ど
で
歳

病
院
事
業
会
計
が
黒
字
に
改
善

　特
別
会
計
10
会
計
は
、
歳
入
１

２
４
億
６
６
９
万
円
、
歳
出
１
２

０
億
３
１
３
１
万
円
＝
左
表
。
実

質
収
支
は
３
億
６
５
８
８
万
円

で
、
10
会
計
と
も
黒
字
ま
た
は
収

支
均
衡
で
し
た
。
公
営
企
業
会
計

の
う
ち
上
水
道
事
業
会
計
は
、
36

年
連
続
で
黒
字
で
し
た
。
病
院
事

業
会
計
は
、
診
療
報
酬
の
改
定
な

ど
で
入
院
収
益
が
前
年
度
か
ら
１

億
８
４
３
０
万
円
増
加
。
３
年
ぶ

り
に
黒
字
に
な
り
ま
し
た
。

７月豪雨の被災個所。今後も復旧を最優先に取り組みます

　
市
の
平
成
30
年
度
各
会
計
決
算
案
が
10
月
11
日
、
市
議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
30
年
７
月
豪
雨
の
甚
大
な
被
害
を
受
け
て
、
事
業
の
見
直
し
や
先
送
り
、
職
員

人
件
費
等
の
削
減
で
、
な
ん
と
か
黒
字
を
確
保
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
市
債
（
借
金
）

残
高
が
３
年
連
続
で
増
加
し
て
お
り
、
今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
き
ま
す
。

平成30年度決算

経
常
収
支
比
率

　率
が
低
い
ほ
ど
自
由
に
使
え

る
資
金
が
多
い
こ
と
を
示
す
指

標
。
一
般
財
源
に
占
め
る
福
祉

施
策
経
費
や
人
件
費
な
ど
義
務

的
な
経
費
の
割
合
で
す
。

一
般
財
源

　市
が
使
い
方
を
決
め
ら
れ
る

財
源
。
市
税
収
入
や
国
か
ら
の

地
方
交
付
税
な
ど
の
こ
と
で

す
。
使
い
方
が
定
め
ら
れ
て
い

る
国
庫
支
出
金
な
ど
の
収
入

は
、
特
定
財
源
と
い
い
ま
す
。

実
質
公
債
費
比
率

　借
金
の
額
が
適
正
か
ど
う
か

を
判
断
す
る
数
値
。
一
般
財
源

に
占
め
る
借
金
返
済
額
の
割
合

で
す
。

将
来
負
担
比
率

　市
が
将
来
的
に
負
担
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
可
能
性
の
あ

る
、
実
質
的
な
借
金
残
高
な
ど

を
指
標
化
し
た
も
の
。
一
般
会

計
に
加
え
、
各
特
別
会
計
や
公

社
、
第
３
セ
ク
タ
ー
も
含
め
た

借
金
な
ど
を
基
に
算
出
し
ま
す
。

財
政
用
語
の
解
説

財
政
用
語
の
解
説

歳  入歳  出

市税
27.7％

その他
7.4％

地方交付税
26.9％

国庫支出金
11.6％

府支出金
10.5％

市債
10.6％

その他
 5.3％

167億8,859万円

自主財源 35.1％
依存財源 64.9％

義務的経費
　　46.1％

167億5,522万円

人件費
19.7％

扶助費
18.8％

公債費 
7.6％物件費

15.0％

補助費等
6.0％

普通建設
事業費
9.2％

繰出金
15.7％

積立金 1.9％

災害復旧費 5.1％
その他 1.0％

❶市民センターを整備　❷あやべ温泉をリニューアル　❸「駅再生プ
ロジェクト」でＪＲ山家駅周辺のにぎわいを創出　❹聴覚・言語障害
者向けの緊急通報システムを整備　❺各地区公民館に土のうステーシ
ョンを設置　❻物部保育園の園舎を改修

❶ ❷

❸ ❹

❺ ❻

収　　入（歳入）

支　　出（歳出）

基金残高（貯金）

借金残高（市債）

50万1,811円

50万814円

11万6,999円

43万3,137円

市の収支を市民１人当たりにすると…

167億5,522万円

3,442万円

318万円

36億7,933万円

46億2,235万円

5億3,744万円

2,471万円

3億9,083万円

20億3,078万円

6億2,167万円

8,660万円

7億4,409万円

65億4,541万円

167億8,859万円

3,442万円

360万円

36億7,995万円

47億4,520万円

5億4,819万円

2,471万円

3億9,083万円

22億71万円

6億9,250万円

8,660万円

8億4,052万円

65億4,674万円

一　般　会　計

病 院 事 業

歳　出歳　入区　　　　分

市 立 診 療 所 等
農林業者労働災害共済
国 民 健 康 保 険
介 護 保 険
後 期 高 齢 者 医 療
駐 車 場
簡 易 水 道
下 水 道 事 業
地 域 排 水 事 業
住宅・工業団地事業
区　　　　分

公営企業会計
上水道事業

事 業 収 益 事 業 費 用

特
　
　
別
　
　
会
　
　
計

会計別決算収支の状況



国
の
か
た
ち
　
　

友
好
締
結
30
年
を
記
念
し
て

中
国
・
常
熟
市
を
訪
れ
た
。
自

身
５
年
ぶ
り
３
度
目
と
な
る
が
、

訪
問
の
度
に
そ
の
変
貌
ぶ
り
に

驚
く
。
高
速
道
路
が
延
び
、
高

層
ビ
ル
が
増
え
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
も
こ
の
春
に
誕
生
。

来
年
に
は
新
幹
線
も
開
通
し
、

上
海
ま
で
30
分
と
時
間
距
離
が

格
段
に
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
。

今
回
の
訪
問
で
最
も
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
日
常
生
活
の
隅
々
に
ま
で

浸
透
し
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会

を
構
築
し
て
い
た
こ
と
。
自
販

機
に
は
コ
イ
ン
投
入
口
が
な
く
、

売
店
で
現
金
を
出
す
と
怪
訝
な

顔
を
さ
れ
た
。
こ
れ
を
実
現
す

る
に
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
や
精
度

の
高
い
認
証
技
術
に
加
え
、
年

金
・
保
険
、
医
療
等
が
個
々
の

銀
行
口
座
と
リ
ン
ク
す
る
よ
う
、

日
本
で
い
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

徹
底
し
て
国
民
一
人
一
人
に
付

与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と

な
る
。
余
談
な
が
ら
、
彼
ら
が

日
本
旅
行
す
る
の
に
新
規
購
入

す
る
の
は
、普
段
使
わ
な
く
な
っ

た
財
布
だ
と
い
う
。

途
上
国
の
発
展
を
考
察
す
る

開
発
経
済
学
に
よ
る
と
、
短
期

間
で
経
済
を
急
成
長
さ
せ
る
に

は
〝
開
発
独
裁
〞
が
効
果
的
と

さ
れ
て
い
る
。〝
独
裁
〞
の
主
体

は
人
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
政
党

や
宗
教
あ
る
い
は
軍
部
の
場
合

も
あ
る
。
か
つ
て
の
日
本
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ま
た
韓
国
や
ブ

ラ
ジ
ル
等
の
台
頭
が
引
用
さ
れ
、

中
国
も
そ
の
範
疇
で
決
定
の
ス

ピ
ー
ド
や
経
営
資
源
の
集
中
投

資
と
い
う
点
で
は
極
め
て
有
効

と
さ
れ
る
が
、
一
面
、
民
主
主

義
と
の
せ
め
ぎ
合
い
も
伴
う
。

購
入
履
歴
や
日
常
の
行
動
が

隈
な
く
監
視
さ
れ
、ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
し
て
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
進

化
の
糧
と
も
な
る
社
会
構
造
を

目
の
当
た
り
に
し
、
生
活
の
利

便
性
と
民
主
主
義
の
功
罪
に
つ

い
て
再
考
さ
せ
ら
れ
た
訪
中
で

あ
っ
た
。山

崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

5

117

く
ま

は
ん
ち
ゅ
う

た
び

け
げ
ん

　
市
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
会
長
、山
崎
善
也
・

綾
部
市
長
）は
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
搭
載
車
に
専
用
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
市
内
を

走
行
中
に
ま
ち
を
見
守
る
「
あ
や

べ
見
守
り
Ｃ
Ａ
Ｒ
」
を
開
始
。
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
で
犯
罪
を
抑
止

　ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
走

行
中
の
事
故
な
ど
の
映
像
を
記
録

す
る
た
め
、
車
に
取
り
付
け
る
カ

ド
ラ
レ
コ
で
ま
ち
を
守
る

あ
や
べ
見
守
り
Ｃ
Ａ
Ｒ
参
加
者
募
集

4

メ
ラ
で
す
。
こ
れ
を
搭
載
し
て
い

る
車
に
「
見
守
り
活
動
実
施
中
」と

書
い
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
＝

写
真
左
＝
を
貼
り
、市
内
を
走
行
。

多
く
の
人
が
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る

こ
と
で
、
犯
罪
や
あ
お
り
運
転
な

ど
の
抑
止
効
果
に
な
り
、
事
故
の

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

参
加
者
に
は
事
件
や
事
故
が
起
こ

る
と
、
情
報
提
供
の
要
請
メ
ー
ル

が
届
き
ま
す
。
受
信
す
る
に
は
、

市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
あ
や
ベ
ー

る
」
の
登
録
が
必
要
で
す
。

５
つ
の
団
体
が
連
携

　こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
30
年

11
月
に
締
結
し
た
「
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
協
定
」
に

基
づ
く
も
の
。
同
協
議
会
と
市
、

綾
部
警
察
、綾
部
交
通
安
全
協
会
、

綾
部
防
犯
協
会
が
連
携
し
て
行
う

も
の
で
す
。

　募
集
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
参
加
方
法
な
ど
は
左
記
の
と
お

り
。
参
加
し
て
、
見
守
り
や
犯
罪

の
抑
制
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

本
市
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
事
業
を
展
開

　ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
は
、
本
拠
地

の
こ
と
。Ｊ
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
の

「
地
域
社
会
と
一
体
と
な
っ
た
ク

ラ
ブ
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
市

町
村
単
位
で
指
定
し
ま
す
。
京
都

サ
ン
ガ
は
、
こ
れ
ま
で
府
内
10
市

町
を
指
定
。
同
チ
ー
ム
の
試
合
会

場
が
、府
立
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム（
亀

岡
市
）
に
移
る
こ
と
か
ら
、
今
回

新
た
に
本
市
と
舞
鶴
市
、
福
知
山

市
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　市
と
京
都
サ
ン
ガ
は
▽
本
市
の

観
光
や
産
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
応
援
デ
ー
」▽
選
手
の

学
校
訪
問
▽
公
式
戦
に
子
ど
も
た

ち
を
招
待
＝
写
真
❸
＝―

な
ど
選

手
と
触
れ
合
え
る
事
業
を
展
開
。

詳
細
が
決
ま
れ
ば
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｊ
リ
ー
グ
で
最
古
の
歴
史

　京
都
サ
ン
ガ
は
、
大
正
11
年
に

京
都
師
範
学
校
（
現
京
都
教
育
大

学
）
の
卒
業
生
が
創
立
し
た
紫
光

応
援
し
よ
う
！

綾
部
市
が
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に

　
市
は
10
月
10
日
、
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
以
下
、Ｊ

リ
ー
グ
）
所
属
の
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．（
以
下
、
京
都
サ
ン
ガ
）

と
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
加
入
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
概
要
と
京
都
サ
ン
ガ
を
紹
介
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
が
前
身
。
平
成
６
年
に
運

営
法
人
を
設
立
し
、
京
都
パ
ー
プ

ル
サ
ン
ガ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
サ

ン
ガ
の
名
称
は
「
仲
間
」
を
意
味

す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「
サ
ン

ガ
」
と
山
紫
水
明
の
京
都
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
山
河
」
を
掛
け

合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　平
成
14
年
に
、
日
本
一
の
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
を
決
め
る
大
会
「
天

皇
杯
」
で
、
関
西
の
チ
ー
ム
で
初

め
て
優
勝
。
平
成
21
年
に
は
Ｊ
１

（
１
部
）
通
算
１
０
０
勝
を
飾
る

な
ど
、
歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

で
す
。

頑
張
れ
！
京
都
サ
ン
ガ
！

　京
都
サ
ン
ガ
は
現
在
Ｊ
２
（
２

部
）
リ
ー
グ
に
所
属
し
、
11
月
５

日
時
点
で
22
チ
ー
ム
中
第
９
位
。

来
季
の
Ｊ
１
昇
格
を
懸
け
た
順
位

決
定
戦
へ
の
進
出
は
６
位
以
内
が

条
件
で
、
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
京
都
サ

ン
ガ
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

録画していると周りの車に知らせるために、
車の後ろなどに貼ってください

❶10月19日の横浜ＦＣ戦でゴールを決め
　喜ぶ選手たち
❷協定締結式では山崎市長にユニホームが
　手渡されました　
❸憧れの選手と一緒に入場する子どもたち
 （エスコートキッズ）

❶

❷

❸

懸命に戦う京都サンガをスタジアムで応援しよう！

小学生の時、近くのサッカークラブの体
験会に参加し、サッカーの楽しさに夢中に
なりました。綾部市でプロスポーツ選手を
目指す子どもたちには、向上心を持って
「プレーを楽しむ」ことを心掛けてほしい
です。
今回、綾部市がホームタウンに加わっ

たことで、選手が綾部市のことを、綾部市
の皆さんがチームや選手のことを互いに
知っていけたらと思います。皆さんの応援
お願いします。

背番号：22
京都府出身。抜群のスピ
ードとドリブルが持ち味。
攻撃的なプレーが得意な
選手です。

小屋松 知哉 選手
こやまつ ともや

選手インタビュー

参加条件
　次の要件を満たしていること。
①市内在住・在勤の人。市内の事業所
　や団体などの車でも参加できます。
②ドライブレコーダー搭載車を所有し
　ている。
③あやべーるの受信が可能。

参加方法
　同協議会事務局で配布している参加
届に必要事項を記入し、直接持参かフ
ァクス、メール、郵送で提出。

問い合わせ
　同協議会事務局（市民協働課）
　☎（42）4248　F（42）4406
　メール siminkyodo@city.ayabe.lg.jp

参加者募集中！

計
画
し
て
い
ま
す
。
車
を
路
上
に

放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

路
上
に
垂
れ
下
が
り
除
雪
の
妨
げ

と
な
る
樹
木
な
ど
は
、
所
有
者
で

伐
採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。

消
防
施
設
付
近
の
除
雪
は
、
早
め

に
地
域
で
お
願
い
し
ま
す
。
円
滑

に
進
む
よ
う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎（
42
）４
２
８
０

家
屋
の
新
築
・
増
築
・
滅
失
、

土
地
の
用
途
変
更
は
連
絡
を

市
は
、
現
地
調
査
な
ど
で
固
定

資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
家
屋

や
土
地
の
現
況
を
確
認
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
未
登
記
物
件
な
ど

把
握
が
難
し
い
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま

す
。
家
屋
の
新
築
・
増
築
・
取
り

壊
し
や
土
地
の
用
途
変
更
は
、
税

務
課
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
４
４

第
69
回
綾
部
市
成
人
式

市
は
、
自
立
し
て
人
生
を
歩
も

う
と
す
る
新
成
人
を
祝
い
励
ま
す

た
め
「
令
和
２
年
第
69
回
綾
部
市

成
人
式
」
を
開
催
し
ま
す
。
個
人

あ
て
に
は
通
知
し
ま
せ
ん
の
で
、

ご
承
知
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ご
家

族
や
市
民
の
皆
さ
ん
も
、
ご
来
場

百
石
（
大
谷
）。
30
日
の
収
集
地

域
／
綾
部
地
区
（
火
・
金
曜
日
の

収
集
地
域
）、
中
筋
、
西
八
田
、
東

八
田
。

問
環
境
保
全
課

☎（
42
）１
４
８
９

F（
43
）２
８
４
０

聞
こ
え
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か

府
は
、
聞
こ
え
に
つ
い
て
学
ぶ

「
元
気
が
出
る
集
い
」
を
開
催
し

ま
す
。
誰
も
が
楽
し
め
る
囲
碁
ボ

ー
ル
で
交
流
し
な
が
ら
、
理
解
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
12
月
７
日（
土
）午
後
１
時

30
分
〜
４
時
。
場
所
／
豊
里
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
栗
町
）。

対
象
／
聞
こ
え
に
不
安
が
あ
る
人

や
中
途
失
聴
者
、
難
聴
者
、
そ
の

家
族
な
ど
。
難
聴
者
の
福
祉
に
関

心
が
あ
る
人
。
持
ち
物
／
動
き
や

す
い
上
履
き
。
申
込
み
／
事
前
に

綾
部
市
聴
覚
言
語
障
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
。

問
同
セ
ン
タ
ー
☎（
40
）１
２
６
０

F（
40
）１
２
６
１

除
雪
に
ご
協
力
を

本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、

国
や
府
、
市
は
本
年
度
も
除
雪
を

た
場
合
は
、
す
ぐ
に
農
林
課
か
府

中
丹
広
域
振
興
局
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

問
農
林
課
☎（
42
）４
３
６
２

府
中
丹
広
域
振
興
局

☎
０
７
７
３（
62
）２
５
９
３

年
末
年
始
の
ご
み
収
集
等

市
は
、
12
月
29
日（
日
）と
30
日

（
月
）の
２
日
間
「
燃
や
し
て
処
理

す
る
ご
み
」
の
特
別
収
集
を
行
い

ま
す
。
収
集
日
の
午
前
８
時
ま
で

に
市
指
定
の
ご
み
袋
に
入
れ
て
、

所
定
の
集
積
所
に
出
し
て
く
だ
さ

い
。
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
へ
直
接

ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
も
、
29
、

30
日
の
２
日
間
受
け
付
け
ま
す
。

粗
大
ご
み
は
有
料
で
す
。時
間
は
、

午
前
９
時
か
ら
正
午
ま
で
と
午
後

１
時
か
ら
４
時
ま
で
（
30
日
は
午

後
３
時
ま
で
）。

年
始
は
、
１
月
６
日（
月
）か
ら

ご
み
収
集
を
行
い
ま
す
。「
燃
や

し
て
処
理
す
る
ご
み
」
の
収
集
日

に
あ
た
っ
て
い
る
地
域
は
、
集
積

所
に
ほ
か
の
ご
み
が
混
在
し
な
い

よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

29
日
の
収
集
地
域
／
綾
部
地
区

（
月
・
木
曜
日
の
収
集
地
域
）、
豊

里
、物
部
、志
賀
郷
、吉
美
、山
家
、

口
上
林
、
中
上
林
、
奥
上
林
、
七

く
だ
さ
い
。

対
象
／
平
成
11
年
４
月
２
日
〜
平

成
12
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
。

日
時
／
令
和
２
年
１
月
12
日（
日
）

午
後
１
時
〜
２
時
30
分
（
受
け
付

け
は
正
午
〜
）。
場
所
／
中
丹
文

化
会
館
（
里
町
）。
内
容
／
二
十

歳
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
２
分
の
１
成

人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
府
立
綾

部
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
・
ダ
ン
ス

部
の
コ
ラ
ボ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
。

問
社
会
教
育
課
☎（
42
）４
３
２
６

就
活
本
番
ま
で
に
業
界
を
知
ろ
う

綾
部
市
雇
用
促
進
連
絡
会
議

な
ど
は
「
業
界
・
企
業
研
究
会
」

を
開
催
し
ま
す
。
住
宅
や
医
療
、

金
融
、
サ
ー
ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
業
界
か
ら
14
社
が
出
展
予
定
。

参
加
無
料
で
、入
退
場
自
由
で
す
。

日
時
／
12
月
７
日（
土
）午
後
１
時

〜
４
時
。
場
所
／
福
知
山
公
立

大
学
（
福
知
山
市
）。
対
象
／
令

和
３
年
３
月
以
降
卒
業
予
定
の

大
学
・
短
期
大
学
等
の
学
生
。

内
容
／
企
業
ブ
ー
ス
、
行
政
ブ

ー
ス
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ

ン
グ
コ
ー
ナ
ー
、
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン

相
談
コ
ー
ナ
ー
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク

☎（
22
）３
８
１
５

グ
ン
ゼ
博
物
苑
集
蔵
（
青
野
町
）。

問
府
立
中
丹
支
援
学
校

☎（
32
）０
０
１
１

府
立
看
護
学
校
図
書
館
を
開
放

府
立
看
護
学
校
は
、
府
北
部
に

在
住
、
勤
務
し
て
い
る
看
護
職
の

人
と
看
護
学
生
を
対
象
に
、
同
校

の
図
書
館
を
開
放
し
ま
す
。

場
所
／
府
立
看
護
学
校
図
書
館

（
与
謝
野
町
）。
開
放
日
／
毎
月
第

２
・
第
４
金
曜
日
。
時
間
／
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

45
分
。
方
法
／
同
校
の
受
け
付
け

に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。
図
書

館
内
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
配
架
図

書
／
看
護
技
術
・
診
療
の
補
助
▽

認
知
症
看
護
▽
小
児
看
護
（
発
達

や
難
病
、
障
が
い
）―

な
ど
。

問
同
校

☎
０
７
７
２（
46
）３
２
５
８ 

11
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推

計
人
口
は
３
２
１
３
２
人
（
男
１

５
４
３
９
、
女
１
６
６
９
３
）。

世
帯
数
は
１
３
７
４
５
世
帯
で
す
。

同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は

８
件
（
建
物
４
件
）
で
す
。

（
78
）３
９
７
４
、
京
都
性
暴
力
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
京
都
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ａ
）
☎
０
７
５（
２

２
２
）７
７
１
１
、
綾
部
警
察
署

☎・
F（
43
）０
１
１
０
。

問
同
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

被
疑
者
検
挙
に
ご
協
力
を

本
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の
警

察
か
ら
指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
被

疑
者
は
約
６
０
０
人
に
上
り
ま
す
。

警
察
で
は
、
特
に
重
大
な
犯
罪
の

被
疑
者
を
選
定
し
、
11
月
中
に
全

国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
早
期
検

挙
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

「
こ
の
人
に
よ
く
似
て
い
る
。

も
し
か
し
た
ら…

」
と
思
っ
た
ら
、

迷
わ
ず
１
１
０
番
か
綾
部
警
察
署

に
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
警
察
署
☎（
43
）０
１
１
０

中
丹
ギ
ャ
ラ
リ
ー

府
立
中
丹
支
援
学
校
は
、
同
校

の
小
・
中
学
部
、
高
等
部
の
作
品

や
製
品
を
展
示
す
る
「
中
丹
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」
を
開
催
し
ま
す
。
多
数

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
12
日（
木
）〜
14
日

（
土
）午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
14

日
は
午
後
３
時
ま
で
）。
場
所
／

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

危
険
物
を
取
り
扱
う
た
め
に
必

要
な
資
格
で
あ
る
「
危
険
物
取
扱

者
」
の
試
験
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

日
時
／
令
和
２
年
２
月
２
日（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
。
場

所
／
府
立
中
丹
勤
労
者
福
祉
会

館
（
福
知
山
市
）。
書
面
申
請
期

間
／
12
月
19
日（
木
）〜
27
日

（
金
）。
申
請
用
紙
は
、
消
防
本
部

に
あ
り
ま
す
。

問
消
防
本
部

☎（
42
）０
１
１
９

F（
43
）１
４
８
３

犯
罪
被
害
者
週
間

11
月
25
日
〜
12
月
１
日
は
犯
罪

被
害
者
週
間
で
す
。
犯
罪
被
害
者

や
そ
の
家
族
は
、
精
神
的
な
シ
ョ

ッ
ク
や
生
活
面
な
ど
で
さ
ま
ざ
ま

な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
解
消
・
緩
和
す
る
に
は
、
周

り
の
人
の
理
解
や
共
感
が
必
要
で

す
。
被
害
者
の
そ
ば
に
い
る
だ
け

で
支
援
へ
の
第
一
歩
と
な
り
ま
す
。

相
談
先
／
府
犯
罪
被
害
者
支
援
セ

ン
タ
ー
犯
罪
被
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ

イ
ヤ
ル
☎
０
１
２
０（
60
）７
８
３

０
、
府
犯
罪
被
害
者
支
援
セ
ン
タ

ー
ほ
く
ぶ
相
談
室
☎
０
１
２
０

市役所☎（42）3280 F（42）4406  保健推進課F（42）5488

下
山
の
と
き
は
靴
底
を
洗
浄

近
隣
の
府
県
で
、
豚
コ
レ
ラ
に

感
染
し
た
ブ
タ
や
野
生
イ
ノ
シ
シ

が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
豚
コ
レ

ラ
は
、
ブ
タ
や
イ
ノ
シ
シ
に
感
染

す
る
、
強
い
伝
染
力
と
高
い
致
死

性
が
特
徴
の
病
気
で
す
。
万
一
感

染
し
た
ブ
タ
や
イ
ノ
シ
シ
の
肉
を

食
べ
て
も
人
体
に
影
響
は
あ
り
ま

せ
ん
。
豚
コ
レ
ラ
が
ま
ん
延
し
な

い
よ
う
、
山
林
へ
入
る
と
き
は
次

の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
山
か
ら
下
り
る
と
き
は
、
靴

底
の
汚
れ
を
ブ
ラ
シ
や
ウ
エ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
落
と
し
、
で

き
れ
ば
水
で
洗
い
流
し
ま
し
ょ
う
。

ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
土
な
ど

を
靴
底
に
つ
け
た
ま
ま
歩
き
回
る

と
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ん
で
し
ま
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。②
山
か
ら
下

り
る
と
き
は
、
ご
み
は
必
ず
持
ち

帰
り
、
決
め
ら
れ
た
方
法
で
処
分

し
て
く
だ
さ
い
。
豚
コ
レ
ラ
ウ
イ

ル
ス
が
野
生
イ
ノ
シ
シ
に
広
が
っ

た
原
因
は
、
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ

れ
た
生
ご
み
を
食
べ
た
た
め
だ
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。③
山
林
で
死

亡
し
た
野
生
イ
ノ
シ
シ
を
発
見
し

【記事の見方】　☎＝電話　F＝ファクス　　  
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お間違えなく  市立病院☎（43）0123
Inform

ation
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

ホームヘルパー
大募集！
訪問介護のパイオニア

応募・お問い合わせは、
ミストラル介護センター綾部

47ー5333

人
口
・
火
災

※テーブル席は要予約となります（16名様）
ケーキセット付き　¥2,000

日時：12月13日（金） 午後２時開演

※店内の展示スペースは無料でご利用頂けます
赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶悠々
TEL 0773（42）0425
綾部市本町2丁目3

今年もお届けします♪

クリスマスコンサート
出演：鷲山かおり他

※職種  介護職員、生活支援員、管理栄養士、調理員、
　　　  看護職員、介護支援専門員、事務職員
　詳細は、社会福祉法人京都聴覚言語障害者
　福祉協会HPで

職員募集！

綾部市十倉名畑町久瀬谷２番地
TEL（0773）46ー0101　FAX（0773）46ー0610　総務課

介護予防から終末期までの
ライフサポートが、
私たちの仕事です。

LINEで相談！福祉の仕事のいろはのい
松寿苑「福祉のお仕事」相談窓口

QRコードを読み取って
LINEで気軽に仕事の
相談ができます！

TEL080－8346－8052 京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

前売り

①10：30 ②14：00

1,200円
800円

一　　　般
高校生以下

12月21日土

中丹映画大好き劇場

国
の
か
た
ち
　
　

友
好
締
結
30
年
を
記
念
し
て

中
国
・
常
熟
市
を
訪
れ
た
。
自

身
５
年
ぶ
り
３
度
目
と
な
る
が
、

訪
問
の
度
に
そ
の
変
貌
ぶ
り
に

驚
く
。
高
速
道
路
が
延
び
、
高

層
ビ
ル
が
増
え
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
モ
ー
ル
も
こ
の
春
に
誕
生
。

来
年
に
は
新
幹
線
も
開
通
し
、

上
海
ま
で
30
分
と
時
間
距
離
が

格
段
に
短
縮
さ
れ
る
と
い
う
。

今
回
の
訪
問
で
最
も
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
が
日
常
生
活
の
隅
々
に
ま
で

浸
透
し
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
社
会

を
構
築
し
て
い
た
こ
と
。
自
販

機
に
は
コ
イ
ン
投
入
口
が
な
く
、

売
店
で
現
金
を
出
す
と
怪
訝
な

顔
を
さ
れ
た
。
こ
れ
を
実
現
す

る
に
は
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
普
及
や
精
度

の
高
い
認
証
技
術
に
加
え
、
年

金
・
保
険
、
医
療
等
が
個
々
の

銀
行
口
座
と
リ
ン
ク
す
る
よ
う
、

日
本
で
い
う
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

徹
底
し
て
国
民
一
人
一
人
に
付

与
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
条
件
と

な
る
。
余
談
な
が
ら
、
彼
ら
が

日
本
旅
行
す
る
の
に
新
規
購
入

す
る
の
は
、普
段
使
わ
な
く
な
っ

た
財
布
だ
と
い
う
。

途
上
国
の
発
展
を
考
察
す
る

開
発
経
済
学
に
よ
る
と
、
短
期

間
で
経
済
を
急
成
長
さ
せ
る
に

は
〝
開
発
独
裁
〞
が
効
果
的
と

さ
れ
て
い
る
。〝
独
裁
〞
の
主
体

は
人
の
場
合
も
あ
れ
ば
、
政
党

や
宗
教
あ
る
い
は
軍
部
の
場
合

も
あ
る
。
か
つ
て
の
日
本
や
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ま
た
韓
国
や
ブ

ラ
ジ
ル
等
の
台
頭
が
引
用
さ
れ
、

中
国
も
そ
の
範
疇
で
決
定
の
ス

ピ
ー
ド
や
経
営
資
源
の
集
中
投

資
と
い
う
点
で
は
極
め
て
有
効

と
さ
れ
る
が
、
一
面
、
民
主
主

義
と
の
せ
め
ぎ
合
い
も
伴
う
。

購
入
履
歴
や
日
常
の
行
動
が

隈
な
く
監
視
さ
れ
、ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
と
し
て
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）
進

化
の
糧
と
も
な
る
社
会
構
造
を

目
の
当
た
り
に
し
、
生
活
の
利

便
性
と
民
主
主
義
の
功
罪
に
つ

い
て
再
考
さ
せ
ら
れ
た
訪
中
で

あ
っ
た
。山

崎
善
也
（
綾
部
市
長
）

5
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く
ま

は
ん
ち
ゅ
う

た
び

け
げ
ん

　
市
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

推
進
協
議
会
（
会
長
、山
崎
善
也
・

綾
部
市
長
）は
、ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
搭
載
車
に
専
用
の
マ
グ
ネ
ッ

ト
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
り
、
市
内
を

走
行
中
に
ま
ち
を
見
守
る
「
あ
や

べ
見
守
り
Ｃ
Ａ
Ｒ
」
を
開
始
。
参

加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
カ
ー
で
犯
罪
を
抑
止

　ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
は
、
走

行
中
の
事
故
な
ど
の
映
像
を
記
録

す
る
た
め
、
車
に
取
り
付
け
る
カ

ド
ラ
レ
コ
で
ま
ち
を
守
る

あ
や
べ
見
守
り
Ｃ
Ａ
Ｒ
参
加
者
募
集

4

メ
ラ
で
す
。
こ
れ
を
搭
載
し
て
い

る
車
に
「
見
守
り
活
動
実
施
中
」と

書
い
た
マ
グ
ネ
ッ
ト
ス
テ
ッ
カ
ー
＝

写
真
左
＝
を
貼
り
、市
内
を
走
行
。

多
く
の
人
が
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る

こ
と
で
、
犯
罪
や
あ
お
り
運
転
な

ど
の
抑
止
効
果
に
な
り
、
事
故
の

防
止
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

参
加
者
に
は
事
件
や
事
故
が
起
こ

る
と
、
情
報
提
供
の
要
請
メ
ー
ル

が
届
き
ま
す
。
受
信
す
る
に
は
、

市
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
あ
や
ベ
ー

る
」
の
登
録
が
必
要
で
す
。

５
つ
の
団
体
が
連
携

　こ
の
取
り
組
み
は
、
平
成
30
年

11
月
に
締
結
し
た
「
安
全
・
安
心

の
ま
ち
づ
く
り
に
係
る
協
定
」
に

基
づ
く
も
の
。
同
協
議
会
と
市
、

綾
部
警
察
、綾
部
交
通
安
全
協
会
、

綾
部
防
犯
協
会
が
連
携
し
て
行
う

も
の
で
す
。

　募
集
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
参
加
方
法
な
ど
は
左
記
の
と
お

り
。
参
加
し
て
、
見
守
り
や
犯
罪

の
抑
制
な
ど
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

本
市
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
事
業
を
展
開

　ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
は
、
本
拠
地

の
こ
と
。Ｊ
リ
ー
グ
の
チ
ー
ム
の

「
地
域
社
会
と
一
体
と
な
っ
た
ク

ラ
ブ
づ
く
り
」
の
一
環
と
し
て
市

町
村
単
位
で
指
定
し
ま
す
。
京
都

サ
ン
ガ
は
、
こ
れ
ま
で
府
内
10
市

町
を
指
定
。
同
チ
ー
ム
の
試
合
会

場
が
、府
立
京
都
ス
タ
ジ
ア
ム（
亀

岡
市
）
に
移
る
こ
と
か
ら
、
今
回

新
た
に
本
市
と
舞
鶴
市
、
福
知
山

市
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　市
と
京
都
サ
ン
ガ
は
▽
本
市
の

観
光
や
産
業
を
Ｐ
Ｒ
す
る
「
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
応
援
デ
ー
」▽
選
手
の

学
校
訪
問
▽
公
式
戦
に
子
ど
も
た

ち
を
招
待
＝
写
真
❸
＝―

な
ど
選

手
と
触
れ
合
え
る
事
業
を
展
開
。

詳
細
が
決
ま
れ
ば
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

Ｊ
リ
ー
グ
で
最
古
の
歴
史

　京
都
サ
ン
ガ
は
、
大
正
11
年
に

京
都
師
範
学
校
（
現
京
都
教
育
大

学
）
の
卒
業
生
が
創
立
し
た
紫
光

応
援
し
よ
う
！

綾
部
市
が
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．の
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
に

　
市
は
10
月
10
日
、
日
本
プ
ロ
サ
ッ
カ
ー
リ
ー
グ
（
以
下
、Ｊ

リ
ー
グ
）
所
属
の
京
都
サ
ン
ガ
Ｆ
．Ｃ
．（
以
下
、
京
都
サ
ン
ガ
）

と
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
加
入
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
今

回
は
、
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
の
概
要
と
京
都
サ
ン
ガ
を
紹
介
し
ま
す
。

ク
ラ
ブ
が
前
身
。
平
成
６
年
に
運

営
法
人
を
設
立
し
、
京
都
パ
ー
プ

ル
サ
ン
ガ
が
誕
生
し
ま
し
た
。
サ

ン
ガ
の
名
称
は
「
仲
間
」
を
意
味

す
る
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
「
サ
ン

ガ
」
と
山
紫
水
明
の
京
都
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
「
山
河
」
を
掛
け

合
わ
せ
て
い
ま
す
。

　平
成
14
年
に
、
日
本
一
の
サ
ッ

カ
ー
ク
ラ
ブ
を
決
め
る
大
会
「
天

皇
杯
」
で
、
関
西
の
チ
ー
ム
で
初

め
て
優
勝
。
平
成
21
年
に
は
Ｊ
１

（
１
部
）
通
算
１
０
０
勝
を
飾
る

な
ど
、
歴
史
あ
る
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム

で
す
。

頑
張
れ
！
京
都
サ
ン
ガ
！

　京
都
サ
ン
ガ
は
現
在
Ｊ
２
（
２

部
）
リ
ー
グ
に
所
属
し
、
11
月
５

日
時
点
で
22
チ
ー
ム
中
第
９
位
。

来
季
の
Ｊ
１
昇
格
を
懸
け
た
順
位

決
定
戦
へ
の
進
出
は
６
位
以
内
が

条
件
で
、
激
し
い
戦
い
を
繰
り
広

げ
て
い
ま
す
。
み
ん
な
で
京
都
サ

ン
ガ
を
応
援
し
ま
し
ょ
う
。

録画していると周りの車に知らせるために、
車の後ろなどに貼ってください

❶10月19日の横浜ＦＣ戦でゴールを決め
　喜ぶ選手たち
❷協定締結式では山崎市長にユニホームが
　手渡されました　
❸憧れの選手と一緒に入場する子どもたち
 （エスコートキッズ）

❶

❷

❸

懸命に戦う京都サンガをスタジアムで応援しよう！

小学生の時、近くのサッカークラブの体
験会に参加し、サッカーの楽しさに夢中に
なりました。綾部市でプロスポーツ選手を
目指す子どもたちには、向上心を持って
「プレーを楽しむ」ことを心掛けてほしい
です。
今回、綾部市がホームタウンに加わっ

たことで、選手が綾部市のことを、綾部市
の皆さんがチームや選手のことを互いに
知っていけたらと思います。皆さんの応援
お願いします。

背番号：22
京都府出身。抜群のスピ
ードとドリブルが持ち味。
攻撃的なプレーが得意な
選手です。

小屋松 知哉 選手
こやまつ ともや

選手インタビュー

参加条件
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　や団体などの車でも参加できます。
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参加方法
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届に必要事項を記入し、直接持参かフ
ァクス、メール、郵送で提出。

問い合わせ
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　☎（42）4248　F（42）4406
　メール siminkyodo@city.ayabe.lg.jp

参加者募集中！
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絵
画
を
車
内
に
展
示

　市
は
第
10
回
あ
や
バ
ス
絵
画
展

を
開
催
。
２
３
１
点
（
小
学
生
低

学
年
２
１
５
点
、
高
学
年
16
点
）

の
応
募
の
中
か
ら
、
入
賞
作
品
16

点
を
選
び
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は

11
月
29
日
ま
で
「
移
動
絵
画
展
」

と
し
て
、
上
林
線
（
車
両
番
号
10

―

00
）
の
車
内
で
展
示
し
ま
す
。

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬

称
略
）。

小
学
生
低
学
年
の
部

最
優
秀
賞

松
本
茉
莉
亜
（
中
筋
小
３
年
）

優
秀
賞

梅
原
勇
作
（
綾
部
小
１
年
）▽
大

槻
凌
成
（
中
筋
小
３
年
）

佳
作

髙
橋
愛
大
（
中
筋
小
３
年
）▽
渡

邉
紗
良
（
豊
里
小
３
年
）▽
四
方

那
由
太
（
吉
美
小
２
年
）▽
大
貝

乗
っ
て
楽
し
も
う
！

あ
や
バ
ス
移
動
絵
画
展・ク
リ
ス
マ
ス
バ
ス

　市
は
、
毎
年
好
評
の
あ
や
バ
ス
移
動
絵
画
展
と
ク
リ
ス
マ
ス
バ
ス
を
本
年
度
も
開
催
。

色
鮮
や
か
な
ポ
ス
タ
ー
や
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
が
、
車
内
を
彩
り
ま
す
。

ひ
な
た
（
同
３
年
）▽
村
澤
音
々
花

（
西
八
田
小
２
年
）

桃
太
郎
賞

上
原
愛
（
中
筋
小
３
年
）▽
佐
伯

大
吾
（
同
）

小
学
生
高
学
年
の
部

最
優
秀
賞

梅
原
優
梨
（
綾
部
小
５
年
）

優
秀
賞

西
村
英
悟
（
西
八
田
小
５
年
）

佳
作

出
口
凛
（
吉
美
小
４
年
）▽
原
田

季
帆
（
同
５
年
）▽
田
中
美
優
（
同

６
年
）

桃
太
郎
賞

野
間
ほ
の
か
（
綾
部
小
４
年
）

乗
客
に
サ
ン
タ
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト

　ク
リ
ス
マ
ス
バ
ス
の
運
行
は
、

12
月
７
〜
25
日
。
上
林
線
（
車
両

番
号
10―

00
）と
志
賀
南
北
線（
車

両
番
号
10―

05
）
で
、
綾
東
こ
ど

も
園
と
物
部
保
育
園
の
園
児
が

作
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
が
楽
し

め
ま
す
。

　ま
た
、
12
月
21
日
は
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
が
バ
ス
に
乗
車
し
、
先
着

１
０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
配
布

し
ま
す
。
対
象
の
バ
ス
は
、
上
林

線
の
午
前
９
時
45
分
と
志
賀
南
北

線
の
午
前
11
時
34
分
に
市
立
病
院

前
を
発
車
す
る
便
で
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、
あ
や
バ
ス
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

上段／最優秀作
品＝松本茉莉亜
さん、梅原優梨
さん　下段／優
秀作品＝梅原勇
作さん、大槻凌
成さん、西村英
悟さん
（いずれも左から）

クリスマスバスを楽しむ綾東こども園の園児。本年
は自分たちでバスを飾り付ける

ま
な
と

ね
ね
か

ま
な

ゆ

　り

な
ゆ
た

7

まちを巡り認知症啓発
　10月19日、青野町のグンゼスクエ
アをゴール地点に「ＲＵＮ伴（ラン
とも）」が開催されました。これ
は、全国で開催されている認知症の
人や家族、支援者などがタスキをつ
なぐリレー。南丹市からタスキを受
け継いだ参加者は、２人乗り自転車
などさまざまな方法で市内を走りま
した。ゴール地点では約200人が集
まってイメージカラーの風船を飛ば
し、次の丹後地域へタスキを託しま
した。

　10月19日から11月下旬まで、青野町
の綾部バラ園で秋のバラまつりを開催。
約15,000人が来場し、色とりどりの花が
観光客を迎えました。バラまつりの期間
中、グンゼスクエアでは多彩なイベント
が行われるため、あやべ特産館は11月
30日まで無休で営業しています。

秋のバラ、色鮮やかに

　11月３日、私市町の私市円山古墳公園で「第26回
私市円山古墳まつり（私市円山古墳を守る会主催）」が
開催され、約3,100人の来場者でにぎわいました。地
元自治会による模擬店なども盛況。ステージでは歌や太
鼓、バンド演奏などが行われ、会場を盛り上げました。
　古墳は現在、災害復旧工事中のため全面立ち入り禁
止。工事は令和２年３月に完了予定です。

古墳まつり盛大に

　市は本紙令和２年３月号までの毎号「焼
きいも缶詰（85㌘）」のプレゼントクイズ
を実施しています。応募者の中から抽選
で、缶詰２缶を毎月５人にプレゼントしま
す。ふるってご応募ください。
※当選者の発表は、商品の発送・当選連絡をもっ
て代えさせていただきます。

応募方法：クイズの答えと住所、氏名、年齢、電話番号、今月の広報紙へ
の感想、商品の受け取り方法（市役所で受け取りか郵送）を記
入の上、郵送かメール、ファクスで秘書広報課へ

応募締切：12月10日（火）必着
宛　　先：〒623-8501 綾部市若竹町8-1
　　　　　綾部市役所秘書広報課
　　　　　ねっと11月号防災クイズ係
メ ー ル：hisyokoho@city.ayabe.lg.jp
ファクス：（42）4905
＜問い合わせ＞ 同課☎（42）4205

今月のクイズ
自然災害の対策のため、普段から確認しておくべきものは何でしょう？
①川の水温　②消防署への行き方　③ハザードマップ

クイズで防災の知識を
深めよう！
非常食プレゼント

②運動靴
　水害で避難するとき、長靴は脱げ
やすく、水が入ると歩けなくなりま
す。はだしは、けがをする可能性が
高くなるので危険です。動きやすい
運動靴で避難しましょう。

10月号の答え
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